




























































計 131　（149） 452　（507） 455　（508）　　　　1，038　（1，164）89．2




























































































































































































































































































計 延27種類 延42種類 延40種類
注：1人3種類記入（自由回答）。
　　　　　　　　　表10食事指導について（子供がいやがって食べない時） （単位：％）
























































































































項 目 3歳児の母親 4歳児の母親 5歳児の母親
一｛1覗
保　健所　の　指　導
幼　稚　園　の　指導
婦人会・公民館等の活動
ラジオ・テレビの番組
新聞・i雑誌の記事
書　　　　　　　　物
そ　　　　の　　　　他
1．1
6．5
15．8
2．0
41．1
6．7
6．5
ユ8．9
12．8
3．5
45．4
5S．3
36．7
12．4
2．5
8．4
15．2
4．9
56．3
7．1
2．4
14．6
14．3
1．3
37．0
61．2
30．7
11．　3
1．5
7、1
13．6
4，6
．47．6
5．3
3．7
11．3
14．1
2．5
39．1
60．3
27．7
8．6
注：3項目選択としたが，1項目あるいは2項目を選択したものもあり，300％にはならない。
わち，朝食欠食児の存在，動物陛食晶や洋風料理への強い嗜好，野菜類とくに緑黄色野菜を嫌いかつその摂取
頻度の低いこと，伝統的な和風料理の敬遠，そして比較的高い虫歯罹患率などである。さらに，幼児の好む料
理と母親のよく作る料理の一致が認められた。幼児期ま味覚や嗜好の形成期であり，家族共有の摂食パターソ
の中で体得されて行き，その経験した味覚は生涯を通して定着するもの18）と推測されている。幼児の好みを尊
重しつつも，この時期に食べさせなければならない食べ物や料理を，調理の工夫と食卓の雰囲気づくりによっ
て幅広く体験させるよう，母親の配慮が望まれ，また，この実践には母親の生活時間のゆとりが問題となるよ
うに思われる。
　母親の意識啓発の方途探索のためには，母親の生活状態や家族形態とのかかわりの中で，幼児の食生活の実
態把握がなされなければならないものと思考されるので，引き続き第2報においてその間の分析を試みたい。
　要　　　　　約
　新潟市幼稚園児の食生活実態調査を，3～5歳児1，038名を対象として，1977年7月中旬に実施し，次の結
果を得た。
　1）対象児の健康状態は丈夫である子は62，2（4歳児）～63，3（5歳児）％の範囲であった。虫歯罹患率は
79．1（3歳児）～86．2（5歳児）％であった。
　2）母乳栄養児率は13。9（3歳児）～17．・2（5歳児）％と低率であり，離乳はおおむねが1頂調であった。
　3）朝食の毎日喫食は平均85％，牛乳の毎日飲用は平均50％，緑黄色野菜の毎日摂取は平均39％であった。
　4）食事状況は少食とむら食いの傾向は年齢と共に漸減し，おおむねよく食べるようになっている。食べ物
の好き嫌いのない対象児は年齢と共に減少し，概して肉，魚介，卵等の動物性食晶を好み，野菜類を嫌い，洋
・中華風料理を好み，和風料理を敬遠する傾向が観察された。
　5）間食はほぼきめられた時間に与えられ，果物，せんべい，冷藁，ジュースの順によく供されている。
　6）食物摂取頻度状況は朝・夕食は米，昼はパソ・めん類が多く，卵，乳，海草類が朝食に多く摂取される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
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他は，大方の食品の摂取頻度は夕食において最も高い。食事のバラソス評価では夕食が良好で，昼食が低位で
あった。
　7）母親は，52．O％が子供中心に食事を作り，子供の食事指導は「わがままをたしなめる」が1／3，「放って
おく」，「調理の工夫をする」，「きげんをとって食べさせる」等が約1／5ずつあり，91．6％が食事作法を教えて
いる。
　母親の子供の食事に関する知識の大半はマスコミ関係から，ついで自らの母親の家庭教育から修得し，学校
教育からの修得は低率であった。
　本研究についてご懇篤なご指導とこ校閲を賜わりました日本総合愛育研究所の武藤静子先生に厚く御礼申し
上げます。また，調査の実施に際しご協力いただきました新潟市福祉課笠原里子氏，対象幼稚園及び対象世帯
の方々に深謝申し上げます。
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